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（*非常勤研究員 **東京都環境局環境改善部） 

 
１ はじめに 

 筆者らは平成19年度から、PM2.5の濃度変化とその要因

を把握するため、PM2.5連続測定及び水溶性成分の分析を

行ってきた1～3)。その結果、都内のPM2.5の高濃度パター

ンに季節別特徴が見られたので報告する。 

 

２ 調査方法 

 調査方法は、前報3)と同様である。図１に示す都内4地

点（江東、狛江、東大和市、東青梅）において、β線／

光散乱式PM2.5連続測定機による観測を行い、そのテープ

ろ紙を利用して、PM2.5中の主成分である硫酸塩、硝酸塩

等のイオン成分及び水溶性有機炭素（WSOC：二次生成

有機粒子の指標）を測定した。調査地点は、東京都環境

科学研究所屋上（江東区）と一般大気環境測定局３地点

（狛江市、東大和市、青梅市）の計４地点である（図1）。 

 解析にあたり、ガス成分濃度は東京都大気汚染常時監

視測定局のデータを用いた。

 

３ 結果 

夏季のPM2.5濃度は、前報3)に示したように、OX高濃度

が続く場合に右肩上がりに上昇する傾向があった。OX濃

度と相関が高い成分はWSOCで、PM2.5中のWSOCの割合

は、江東では5％程度であったものが、光化学反応が進み

OX濃度が高い青梅では15％程度に上昇しており、これは

有機粒子の酸化生成が主な要因と考えられた（図２）。関

東地方で夏季に行われた調査4)においても、南関東地方よ

り北関東地方の方が炭素成分に占める有機炭素の割合が

高く、本研究の結果と整合する。 

秋から冬にかけてのPM2.5高濃度時には、PM2.5濃度は

NOX濃度と相関のある場合が多く見られた（図３）。東

大和における11月6-9日の成分組成は、硫酸塩、WSOC

が主成分で硝酸塩濃度は低く、自動車排出ガスの影響と

は考えにくかった。NOｘとの相関は硫酸塩よりもWSOC

の方が高く（図４）、燃焼系の有機粒子の可能性が示唆

された。近年、粒子状物質中のレボグルコサン分析結果

図 1 調査地点 
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図３ 東大和における 2008 年 11 月の PM2.5と NOx の濃度推移
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図４ 東大和における 2008 年 11 月 6～10 日の NOx 濃
度と PM2.5中の SO4

2-濃度及び WSOC 濃度との関係 
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から、冬季にバイオマス燃焼起源の粒子の寄与が大きい

という報告５、６）があり、本観測結果もこの可能性を示唆

する。 

また、秋冬には、硝酸塩のピークによりPM2.5が高濃度

になる場合が観測された。図５に示した観測例のように、

これは必ずしも4地点で同時に見られるわけではなく、よ

り局地的なものであった。 

2009年5月には、図６に示したように100μg/m3を超え

る高濃度PM2.5が観測された。成分は硫酸塩の割合が特に

高く、PM2.5の質量濃度の25％程度を占めていた。春には、

大陸に近い九州地方で煙霧と呼ばれる高濃度硫酸塩を含

む粒子が問題になっている７、８）。図７には、NOAA 

HYSPIRIT９）を用いて、2009年5月13日5時東大和を起点

として6日間の後方流流跡線解析を行った結果を示した。

これによると関東地方には西日本方面からの気塊が流れ

てきており、国内・国外を含む広域移流の影響が表れて

いる可能性が考えられた。 
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図５ 2009 年 2 月 11～14 日の PM2.5 及び成分濃度 
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図６ 2009 年 5 月 10～13 日の PM2.5 及び成分濃度 
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図７ 2009 年 5 月 13 日 5 時 東大和を起点とした 

 後方流跡線解析 ■：高度 1000m ▲：高度 500m 
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